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1. はじめに
本稿は、ソプラノ歌手三浦環（1884-1946)の演奏の実際を、プッチーニ《蝶々夫人》のア
リア「ある晴れた日に ‘Un bel dì, vedremo’」におけるテンポに着目し、これを録音分析から検
討する試みである。
1901～1903年にかけ、米ビクター、コロムビア、英グラモフォンの各社がフョードル・シャリ
























4 Mei Zhong, Tempo in the Soprano Arias of Puccini’s La Bohème, Tosca, and Madama Butterfly (Lewiston, New York: 


























5 ロンドン大学クイーンズメアリー校 Centre for Digital Music において開発された音響解析ソフトウェア。
Windows、Linux、Macで利用可能。ホームページから無料でダウンロードできる。Sonic Visualiser,  
 https://www.sonicvisualiser.org/. Chris Cannam, Christian Landone, and Mark Sandler, ‘Sonic Visualiser: 
An Open Source Application for Viewing, Analysing, and Annotating Music Audio Files,’ in Proceedings 
of the ACM Multimedia 2010 International Conference (Florence: October 2010): 1467-1468.
6 Sonic Visualiserを用いた演奏研究は近年も盛んで、例えば2020年7月10～11日にオンライン開催された国際学
会 ‘Early Recordings: Methodologies in Research and Practice’ においても、欧米の研究者を中心に多彩な
研究テーマが紹介され、今後の研究の広がりを感じさせた。本学会を主催したDr Eva Moreda Rodríguez 
(University of Glasgow) 及び Dr Inja Stanović (University of Huddersfield) による初期録音研究プロジェク




7 Nicholas Cook and Daniel Leech-Wilkinson, ‘A musicologist ’s guide to Sonic Visualiser,’ accessed 6 














8  クリストファ・N・野澤、「三浦環が残した“音”」、日本コロムビア『三浦環全集』（COCA-12424, 1995）、
CDライナーノーツ、22頁。
9  チェコ出身のドラマティック・ソプラノ。教師であったMarie Loewer-Destinnの姓からとりデスティンを名乗っ
たが、後年は本名のキトロヴァを用いている。1898年にベルリンでデビュー以降、バイロイト、ロンドン、ニュー
ヨーク、プラハなどで活躍。温かみのある独特な声で知られ、200以上の録音を残している。
10  アメリカ出身のリリック・ソプラノ。ボストン、ニューヨーク、パリに学び、ベルリンでリリー・レーマン Lilli 
Lehmann (1848-1929) に師事。1906～1922年に渡りメトロポリタン・オペラで活躍。透明感のある声質、
正確なフレージングに定評があり、蝶々夫人の他、ツェルリーナ、ケルビーノ、マノンなどを当たり役とした。










演奏家名（録音年） 原盤 SP 使用 CD
三浦（1917） Columbia, 49260 『三浦環全集①』、日本コロムビア（COCA-12424, 1995）
デスティン（1908） Gramophone, 0801v Emmy Destinn: Recordings 1907–1921, Nimbus Re-cords (NI7910, 2003)
ファーラー（1909） Victor, C 5055-2 Farrar in Italian Opera, Nimbus Records(NI7857, 2006)
アルダ（1913） Victor, 74335 Frances Alda: The Complete Victor Recordings (1909～15), Romophone (81034, 2003)














13  Richard Taruskin, The Oxford History of Western Music: Music in the Nineteenth Century (Oxford: Oxford 
University Press, 2009), p. 668.


















































Andante molto calmo（  ：42）
un poco mosso
ritenuto – un poco mosso
con passione ritenuto
rall.
a tempo con semplicità
rit. – a tempo
animando un poco
rall. un poco – fermata




poco rall. – Largamente
[1] Un bel dì, vedremo
levarsi un fil di fumo sull’estremo
confin del mare.
E poi la nave appare.
Poi la nave bianca
entra nel porto, romba il suo saluto.
Vedi? È venuto!
[2] Io non gli scendo incontro. Io no. Mi 
metto là sul ciglio del colle e aspetto,
e aspetto gran tempo e non mi pesa,
la lunga attesa.
[3] E ... uscito dalla folla cittadina
un uomo, un picciol punto
s’avvia per la collina.
Chi sarà? Chi sarà?
E come sarà giunto
che dirà? Che dirà?
Chiamerà Butterfly dalla lontana.
Io senza dar risposta
me ne starò nascosta
un po’ per celia ... e un po’ per non
　morire




i nomi che mi dava al suo venire.
[4] Tutto questo avverrà,
te lo prometto.





























14  Zhong, Tempo in the Soprano Arias of Puccini’s La Bohème, Tosca, and Madama Butterfly, p. 153. 
15  Ibid., pp. 9-15.
  三浦   デスティン   ファーラー  アルダ  ポンセル
出だし (MM)  41.9  40.8  44 42.4  40.2
中央値 (MM)  41.9 47  45.7 49.2  42.1



















































区分 三浦 デスティン ファーラー アルダ ポンセル























































































表示に沿って表現したほうが効果的ではないか（9小節un poco mosso、38小節 Sostenendo molto
17  Zhong, Tempo in the Soprano Arias of Puccini’s La Bohème, Tosca, and Madama Butterfly, p. 163.
図表1. 59～62小節におけるフレージングと所要時間



























‘sull’estremo’、15小節 ‘Vedi? ’、23小節 ‘tempo’の後に入るブレスの箇所では、テンポが大き
く落ちていることがグラフで確認できた。Zhongは「三浦はフレーズの中でしばしばブレスをと
る」と述べているが18、スコア通りのフレージングで歌っている部分も多くあり、図表1で見た
ように、全曲最後の高音を長く伸ばしてクライマックスを築く持続力も持っているから、三浦自
身の息は決して短いわけではないことが分かる。全体のテンポ設定をもう少し上げれば、より
大きなフレーズの流れを意識した表現も可能だっただろう。
以上に指摘したような問題点も挙げられるものの、総じて三浦の歌唱におけるテンポ設定は、
同時代のスタイルから見ても、現代の耳から判断しても、大きな違和感はない。「ある晴れた
日に」において様々なテンポの解釈が可能であり、実際にスコアから逸脱した表現で歌った初
期録音も見られること、三浦の録音当時は現在ほど気軽に様々な音源にアクセスすることはで
きなかったことを考えると、1917年の三浦がどのようにこのような表現を習得したのか、興味
を引かれる。三浦は1915年にロンドンのコヴェント・ガーデンで本作に出演することになるまで、
この作品を歌ったことはないと述べているから19、これ以降《蝶々夫人》に取り組む中で、伴
奏ピアニストや指揮者の指導を受けたり、あるいはファーラーなどのレコードを聴いて勉強し
たりということがあったのかもしれない。
本稿による分析はテンポのみに限られ、ここで観察されたことは演奏の構成要素のひとつに
過ぎない。三浦の演奏全体をより詳しく考察するには、ピッチ、ポルタメント、ダイナミクス、
声質や音色を判断する要素（母音など）を含めた総合的な分析を要する。Sonic Visualiserを
用いてこれらの要素を分析し、音声・音響学や言語学の専門家の知見も適宜仰ぎながら、三
浦の演奏の全体像を明らかにしていきたい。
（本学講師＝外国語（英語)担当）
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18  Ibid.
19  吉本編、『三浦環：お蝶夫人』、43-44頁。
